
ＪＲ東日本の事業�

グループ全体の環境負荷�
JR東日本グループは事業を行うにあたり、多くの資源を消費し、さまざまな物質を排出しています。�
このインプット、アウトプット（資源・エネルギーなどの収支）両面における環境負荷を低減するため、�
定量的な把握に努めています。�

一般廃棄物�

■JR東日本のリサイクル率� ■JR東日本グループ全体のリサイクル率� ■グループ会社のリサイクル率�
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リサイクル率�

＊ 法律上は工事の請負会社が排出事業者となる工事廃棄物も産業廃棄物に含んで把握しています。�

インプット�

アウトプット�

グループ会社の事業�

営業収益 7,173億円�

CO2排出量�213万t-CO2 68万t-CO2

93,302t

64,881t産業廃棄物�

一般廃棄物�

産業廃棄物�
（431,940t） 

産業廃棄物�
（64,881t）   

水�

エネルギー�

OA用紙�

● 電力 　　　　10.0億kWh　　�
● 都市ガス 　　3,861万m

3

　�
● その他の燃料 6.1万kl（原油換算）�

● 電力 55.6億kWh（うち自営電力が56％）　�
● 都市ガス 934万m

3

�
● その他の燃料 7.2万kl（原油換算）�

1,189万m3

1,806t

1,118万m3

911t

環
　
境�

39

環境　グループ全体の環境負荷�

営業収益 1兆9,400億円�

合計 49,479t

● オフィス 3,089t�
● 駅・列車 44,539t�
● 総合車両センター等 1,198t�
● 切　符 641t�
● 発電所 12t

合計 431,940t

● 設備工事* 400,685t�
● 総合車両センター等 30,713t�
● 医療系 118t�
● 発電所 424t

リサイクル率�

リサイクル率�

リサイクル率�

リサイクル率�

リサイクル率�

43％�
（60,989t）�

(うち再生紙が77％）�(うち再生紙が99％）�

52％�
（25,847t）�
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